
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 和土 小学校 ）     学校番号 ０９１                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 未来に向かって力強く生きる ひとみ輝く 和土っ子の育成        

目 指 す 学 校 像 一人ひとりがキラリと光る学校        

          

重 点 目 標 

１ 自分を大切に、相手を大切に学び合う学校（すべての児童の可能性を引き出す学びの推進） 
２ 心身の健康を高め、思いやりの気持ちを育む学校（健やかな心身を育て、安心できる学校の推進） 
３ 信頼され、地域とともに歩む学校（小・中一貫教育「花笑み教育」の推進 コミュニティ・スクールの充実） 
４ きれいで、安心安全な学校（施設設備の適切な維持管理 計画的な予算執行） 
５ 「チーム」和土でつくる持続可能な学校（学び合い高め合う組織の構築） 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○多くの児童が、落ち着いて学習に取り組んでいる。  

○全国学力・学習状況調査では全国の平均値を、さ

いたま市学習状況調査では市の平均値を下回って

いる。 

〈課題〉 

○児童に学ぶことの楽しさを十分に味わわせ、主体

的に学ぶ意欲を高める必要がある。 

○主語と述語の関係を十分に理解できるようにす

る必要がある。 

○反復や習熟に取り組む時間や、自らの学びを振

り返る時間の確保が必要である。 

・児童理解を一

層進め、個々

の学習指導と

支援をより大

切にした授業

改善の実施 

①個々に応じた細やかな学習指導と支援の実施 

②めあての明確化と振り返りの時間の確保の実施 

③各教科の指導や教科横断的指導にお 

いて、主語と述語を考えて文を読ん 

だり、文を書いたりする取組の推進 

①児童の学校評価 No11「粘り強い学習」

と、No12「わかりやすい授業」で肯定

的評価がともに 93%以上になったか。 

②めあての明確化と振り返りの時間を確保

した授業に取り組むことができたか 

③各教科で読解力向上に係る取組を実施で

きたか。 

〇児童の学校評価№11 は肯定的評価 97％

で、№12は 93％であった。 

〇児童が学ぶ楽しさを感じられるような授

業づくりを進め、協働的な学習形態の授

業に取り組んだ。 

〇月曜朝の読書タイムを新設し、ＮＩＥ実

践新規指定校の実践をした。 

Ａ 

【課題】 

・読解力（情報を理解し、自分なりに解

釈し、活用する）の向上 

【改善策】 

・各教科の指導や教科横断的指導におけ

る読解力向上の取組の推進 

・児童主体の授業づくり  

・児童の「協働的な学び」がで

きていると感じた。教師の努

力と工夫で児童を飽きさせな

い取組をしているので、今後

も継続してほしい。 

・ＩＣＴ機器の活用は重要なこ

とだが、家庭ではスマホなし

ではいられない児童も増えて

いる。学習に効果的な部分の

みの使用も考えていく必要が

ある。 

・ＩＣＴを活用

して、児童と

教師が共に学

び合う授業の

推進 

 

①学びのポイント「じ・し・ゃ・ク」を

活用した授業改善と、目標をもって主

体的に学ぶ授業の実施 

②ＩＣＴを活用した授業展開や、意見交

流など児童同士が対話し、学び合う授

業の実施 

①教職員の学校評価で学びのポイント

「じ・し・ゃ・ク」を取り入れた授業

に関する項目で肯定的評価 90%以上に

なったか。 

②児童の学校評価 No14「ＩＣＴ等の活用」

で肯定的評価９８%以上になったか。 

〇学年に応じて、学びのポイント「じ・し・ゃ・  

ク」やＩＣＴを活用した授業を進めた。 

〇教職員の学校評価で学びのポイントを取

り入れた授業に関する項目では肯定的評

価 100％であった。 

〇児童の学校評価№14は、肯定的評価 97％であった。  

Ａ 

【課題】 

・主体的に学ぶ児童の育成 

【改善策】 

・学びのポイント「じ・し・ゃ・ク」を

活用した学びの推進 

・ＩＣＴを活用した学びの推進 
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〈現状〉 

○クラス替えがなく、児童同士お互いに分かり合え

ている様子が見られる。 

○児童一人ひとりに声をかけ、目を配り、安心でき

る信頼関係の構築に努めている。 

〈課題〉 

○良好な友達関係を築き、継続できるようにするこ

とが必要である。また、保護者との連携も大切に

し、共通理解を図る必要がある。 

○児童のよいところを伸ばし、自信をもたせ、自分の夢に 

向かって努力する態度を養うことが求められている。 

・一人ひとりの

よさを認め合

う豊かな人間

関係づくりの

推進 

①スマイルウィーク等を活用した児童一

人につき各学期１回以上の面談の実施 

②和土小スマイルプロジェクトの着実な実施 

③自立と挑戦を促す指導（コーチング）

の実践 

①児童の学校評価 No1「学校へ行くのが楽し

い」で肯定的評価９２%以上になったか。 

②和土小スマイルプロジェクトが実施で

きたか。 

③場面を捉え自立と挑戦を促す指導（コーチ

ング）を個々に行うことができたか。 

〇児童の学校評価№１は肯定的評価 92％で

あった。 

〇和土小スマイルプロジェクト等を着実に

実施し、児童理解に努めた。 

〇コーチングを個々に行うとともに温かい

人間関係を育む学級経営に取り組んだ。 

 

Ａ 

【課題】 

・一人ひとりのよさを発揮できる学校づ

くり 

【改善策】 

・教職員が児童と向き合う時間の確保 

・温かい人間関係を育む学級経営の推進  

・児童が安心して学習をしてい

ると感じた。児童数が少ない

ことのよさがでている。児童

が互いをよく知っているの

で、信頼関係ができている。 

・「協働的な学び」で大事なこ

とは、「学び方を学ぶ」こと

である。最善な学び方を選択

できるように、多様な他者と

関われる力を育てることを大

事にしてほしい。 

・共に学ぶ喜び

や運動の楽し

さを味わわせ

る授業づくり

の推進 

①児童への積極的な称賛の言葉がけの実施 

②体育科の授業で、安全な活動の場を確

保しつつ、全力で取り組む運動の実施 

①児童の学校評価No15「先生の称賛」で

肯定的評価９３%以上になったか。 

②体育科の授業において、安全で工夫し

た活動の場で、全力で取り組む運動が

実施できたか。 

〇児童の学校評価№15 では肯定的評価 91％であった。 

〇授業や、日々の声掛けや面談では、児童

の頑張りや成長を積極的に称賛した。 

〇年間を通して、児童は各種運動キャンペ

ーンに楽しみながら取り組んでいた。 

 

Ｂ 

【課題】 

・「楽しい授業づくり」の継続 

【改善策】 

・「個別最適な学びと協働的な学びの一

体的充実」の研究実践の継続 
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〈現状〉 

〇学校運営協議会を各学期に一度開催して、学校・

家庭・地域の役割について熟議をしている。 

○異校種（保・中・高）間の交流ができている。 

〈課題〉 

○和土地域のアイデンティティ（地域のよさや誇り

への理解・地域への愛着）を育てていくことが求

められている。 

○「和：Partnership」を育むため、小・中一貫教育

「花笑み教育」を計画的に推進する必要がある。 

○保護者や地域の方々の教育活動への理解を図るこ

とが求められている。 

・小・中一貫教

育「花笑み教

育」の推進 

 

 

①城南中・新和小と連携した、小・中一貫

教育「花笑み教育」の推進と情報発信 

②スクールサポートネットワークでの

「和土地域で育てたい子どもの姿」の

共有と、学校、家庭、地域における具

体的な取組の明確化 

①小・中一貫教育「花笑み教育」を計画

的に実施できたか。 

②児童の学校評価で、和土地域のアイデンティテ

ィ（地域のよさや誇りへの理解・地域への愛

着）に関わる項目で肯定的評価８０％以上にな

ったか。 

〇児童の学校評価№９「和土小や地域のよさ」は肯定的評  

価 80％、№１３「花笑み教育の取組」は 90％であった。

〇「育てたい子どもの姿」を学校・家庭・地域で共  

有し、児童会でもコミスクテーマ「明るく楽しく  

元気よく挨拶ができる和土っ子」に取り組んだ。 

〇地域の社会教育人材や企業・外部機関と連携し 

カリキュラムマネジメントを全教職員で行った。 

Ａ 

【課題】 

・和土地域のアイデンティティの醸成 

【改善策】 

・コミュニティ・スクールと「花笑み教

育」の一体的充実 
 

・「花笑み教育」については地

域のよさを生かした大変素晴

らしい取組が多いが、保護者

や地域に伝わり切れてない部

分があるので、今後情報発信

していく方法をさらに考えて

ほしい。 

・教職員間、教師と地域間の風

通しが非常によく、大変良い

雰囲気であることが児童によ

い影響を与えていると思う。

学校の努力は大きいと思う。 

・教育活動等の

情報発信の推

進 

①学校だより・学校Ｗｅｂページ等を活

用した、教育活動の情報発信 

②デジタル連絡ツールを活用した情報発

信・情報共有の工夫 

①教育活動を計画的に情報発信できた

か。 

②保護者の学校評価 No1「教育活動の発

信」で肯定的回答が９４%以上になっ

たか。 

〇保護者の学校評価№１は約 98％であった。 

〇広く地域や保護者にお知らせする内容は

学校Ｗｅｂページで情報提供し、学校だ

よりや週予定表等は手紙配信アプリで保

護者に発信した。 

Ａ 

【課題】 

・教育活動の情報発信の工夫 

【改善策】 

・手紙発信アプリの活用 
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〈現状〉 

○様々な施設設備に、修繕したい箇所がある。 

○教職員による定期安全点検と、管理職による敷地

内点検や地域巡りを実施している。 

○個人情報を管理し、定期的に点検をしている。 

〈課題〉 

○計画的に施設整備や、個人情報の管理点検を行い 

安心して活動できる環境を整備する必要がある。 

○安全に対する意識を向上させ、万が一事故が発生

した際には、教職員が適切な行動がとれるように

する必要がある。 

・児童が安心で

きる環境整備

の実施 

 

 

①施設設備の計画的な安全点検、日常の

保健衛生、給食等における安全管理

を徹底した危機管理体制の整備 

②施設設備に関する教育委員会との連携

や、学校ＤＸ推進本部を活用した情報

セキュリティの整備 

①全職員による安全点検の実施と、修繕

等が必要な箇所への 1 日以内の対応が

できたか。 

②計画的な施設設備の管理や、個人情報

の管理ができたか。 

〇修繕についてはその日の対応を進めた。 

〇業務職員・警備員・管理職による朝の校

内外の安全点検と、毎月の教職員による

安全点検を実施した。 

〇学校文書の保管年限の確認と処分、デー

タ管理による個人情報管理を行った。 

 

Ｂ 

【課題】 

・安心安全な施設の維持管理 

【改善策】 

・毎日の校内巡視と教職員による毎月の

安全点検の着実な実施 

 

・和土小も歴史を重ね、施設の

老朽化が見られる。施設の修

繕は引き続き要望をしていっ

てほしい。 

・児童の安全を守る研修は多く

のものがある。学習指導もあ

ると思うが、引き続き取り組

んでほしい。 

・安全に関する

教職員の意識

の向上 

①AED、エピペン、不審者対応等、安全

に関わる教職員研修の実施 

②学校・保護者・地域と連携を図った、

安全教育の継続的な取組 

①安全に関わる研修を５回以上できたか。 

②保護者の学校評価№７「学校は子どもの

安全や健康を十分配慮して教育してい

る」で肯定的回答が９０％以上になった

か。 

〇安全に係る研修（火災・地震対応、ＡＥ

Ｄ活用・心肺蘇生対応、アレルギー・エ

ピペン対応、不審者対応）を行った。 

〇保護者の学校評価№７は肯定的回答が約

94％であった。 

 

Ｂ 

【課題】 

・児童が安心できる学校づくり 

【改善策】 

・「危機管理対応マニュアル」の活用 

・不測の事態への日頃からの準備 
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〈現状〉 

○教育委員会の施策に基づき、授業改善に取り組ん

でいる。 

○小規模校としての業務改善を進めている。 

〈課題〉 

○ＩＣＴを活用した学びや、生徒指導等に対して、

指導力を常に向上していく必要がある。 

○対話に基づく受講奨励を通して、教師の主体的 

な学びが求められている。 

○well-being となる働き方改革につながるよう、

計画的に業務を遂行する必要がある。 

・学校課題研究

等を活用した

教師の主体的

な学びの推進 

①ＩＣＴや学びのポイント「じ・し・

ゃ・ク」を活用した公開授業・研究授

業の実施 

②教職員同士の年3回以上の授業参観の実施 

③対話に基づく受講奨励による、主体的

な教師の学びの推進 

①ＩＣＴや学びのポイント「じ・し・

ゃ・ク」を活用した公開授業・研究授

業等が実施できたか。 

②教職員相互の年３回以上の授業参観が

できたか。 

〇学校課題研究で「個別最適な学びと協働

的な学びの一体的充実」をテーマに、計

画的に公開授業（１０回）と研究授業

（１０回）、研究協議会を実施した。 

〇教職員相互の授業参観を各自３回以上実

施した。 

Ｂ 

【課題】 

・学校課題研究のさらなる推進 

【改善策】 

・教職員相互の授業参観実施と・研究協

議会の工夫 

・ＯＪＴの推進  

・今年度の読解力向上の取組は

よかった。読書活動推進のた

めの外部講師を招いての研修

（ビブリオバトルなど）は今

後も継続してほしい。 

・教師に多くの笑顔が見られて

良い。学校の雰囲気が明るく

なり児童にもよい影響がある

ので、引き続き業務改善は進

めてほしい。 

・教職員の資質

向上につなが

る働き方改革 
 

①時間のマネジメントによる業務改善の

推進 

②自己研修への積極的な取組と、学んだ

ことを生かした情報発信による学校の

教育活動の活性化 

①教職員の時間外在校時間が昨年よりも

１０％減らすことができたか。 

②教職員の学校評価「研修」の項目の肯

定的評価が９０%以上にできたか。 

〇校務用端末の活用や業務の効率化によ

り、時間外在校時間平均は昨年度よりも

３５％減った。 

〇教職員の学校評価「研修」項目の肯定的

評価は１００％であった。 

Ａ 

【課題】 

・業務改善と教職員の資質向上の推進 

【改善策】 

・研修受講奨励に基づく、教師の主体的

な研修の推進 
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